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インターネットが変わる
インターネットを変える

総務省総合通信基盤局事業政策課長

谷脇　康彦

２００７年１１月２２日

ネットワークの中立性
　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ネットワークの中立性ネットワークの中立性((network neutrality)network neutrality)を確保するための三原則を確保するための三原則

------ブロードバンド政策における基本的認識ブロードバンド政策における基本的認識------

「自律・分散・協調」を基本精神とするインターネットの潜在能力が最大限発揮「自律・分散・協調」を基本精神とするインターネットの潜在能力が最大限発揮され、インターネットを利用
するすべてのステークホールダにとっての利益の最大化が図られることが必要であり、

　１）消費者消費者がネットワーク（ＩＰ網）を柔軟に利用して、コンテンツ・アプリケーションレイヤーに自由にコンテンツ・アプリケーションレイヤーに自由に
アクセス可能アクセス可能であること

　２）消費者消費者が技術基準に合致した端末をネットワーク（ＩＰ網）に自由に接続端末をネットワーク（ＩＰ網）に自由に接続し、端末間の通信を柔軟に
行なうことが可能であること

　３）消費者消費者が通信レイヤー及びプラットフォームレイヤーを適正な対価で公平に利用可能通信レイヤー及びプラットフォームレイヤーを適正な対価で公平に利用可能であること

という３つの要件を基本原則とし、当該要件に合致したネットワークが維持・運営されている場合、
ネットワークの中立性が確保されている。

ネットワークの中立性とは、
社会インフラとして認めうるだけの堅牢性を持った

インターネットの「今後の在り方」を模索するための議論。

ネットワークのコスト負担の公平性 ネットワークの利用の公平性
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インターネットを巡る７つの視点

視点１　インターネットはインフラとして耐えうるのか？
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協力ISP6社の国内主
要IXで交換されるトラ
ヒック総量

（参考）国内主要IXで
交換されるトラヒックピー
ク値

国内主要IXで交換さ
れるトラヒック総量

協力ISP6社のブロード
バンド契約者のトラヒッ
ク総量

わが国のブロード
バンド契約者のダ
ウンロードトラヒッ
ク総量（推定値）

(*)１日の平均トラヒックの月平均
わが国のインターネットトラヒックの推移（平均）

２年で２倍のトラフィックの急増→ネットワークのスケーラビリティは確保可能か。

　　　　　（Ｐ２Ｐ等の活用、帯域制御ガイドラインの策定などを検討中）

インターネットを巡る７つの視点

視点２　セマンティックウェブは実現可能か？

ネットワーク
（P2P型）

エンドユーザエンドユーザ
兼コンテンツプロバイダ兼コンテンツプロバイダ

ＰＣ等の端末の計算能力
の飛躍的向上

端末とサーバー側のインテリジェンス
を連携させるサービス展開

ユビキタスエコノミー、ＣＧＣの拡大、
Ｐ２Ｐなどコンテンツ流通形態の多様化

管理不能な膨大な情報→サイバー空間での情報爆発に耐えられるか。
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視点３　ネットワークの選択の自由か確保可能か？

次世代ネットワーク（NXGN）とインターネットは並存可能か。

　　　　　　　（ＮＧＮの接続ルールを検討中）

インターネットを巡る７つの視点

視点４　利用者利益は確保可能か？

ベストエフォートの考え方は維持可能か。また、新しいビジネスモ
デルの登場（助け合いモデル、広告モデル）に適応した競争環境整
備は必要か。

■ネットワークの中立性と競争モデルの在り方に関する検討

　従来と異なる収益モデルを有するビジネスモデルの登場、インターネットのボーダー
レス化が競争環境に及ぼす影響、これに関連するインターネットガバナンスの在り方、
ＩＰｖ４からＩＰｖ６への移行に伴う市場環境整備の在り方、地方におけるＩＳＰやＣＡＴ
Ｖ事業者等のビジネス展開の方向性など、ネットワーク構造や市場環境が大きく変わる中にあっ
て、ネットワークの中立性と競争モデルの在り方に関連する広範にわたる中期的な政策課題を抽出・整理
することを目的として、０７年度中に新たな検討の場を設置し、０８年中を目途に一定の結論を得る。

新競争促進プログラム２０１０（07年10月改定）

インターネットを巡る７つの視点
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視点５　端末は引き続き端末か？

各レイヤーが連携したビジネスモデル作りのための環境整備として、
何を考えるべきか。端末、ＮＷ，アプリ等の責任分担モデルの検討
も必要。

インターネットを巡る７つの視点

視点６　電脳民主主義は実現するか？

✔インターネットのボーダーレス化が競争環境に及ぼす影響

✔これに関連するインターネットガバナンスの在り方

✔ＩＰｖ４からＩＰｖ６への移行に伴う市場環境整備の在り方

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など。。。

国境を越えたサイバー社会の抱える問題は解決可能か。

　　　　　（法律は国境を越えられない。。。）

インターネットを巡る７つの視点
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視点７　新世代ネットワークはいつ実現するのか？

次世代ネットワーク（NXGW）から新世代ネットワーク（NWGN）
への移行は円滑に実現するか。

インターネットを巡る７つの視点

（１）あまりにも複雑

L2: Datalink Layer

L3: Internet Layer

L4: Transport LayerL3.5:IPSEC

L2.5:MPLS

L3.5:Mobile IP

L4.5:Bundle
L4.5:Platform LX.5:Overlay

一から作り直す時期が迫っている！一から作り直す時期が迫っている！
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　直近1年間で1.4倍の伸び。
　（ビデオダウンロード等が増加）

⇒2008年5月頃にはインターネットトラ
ヒック総量が1Tbps。

○ IXトラヒックの約９０％が東京。

トラヒックの伸び（月間平均値）
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（２）トラヒックの爆発

●個人のセキュリティ被害

何らかの被害を受けた人：54.7%

●ウイルス被害届出件数

85,700件

●企業のセキュリティ被害
何らかの被害を受けた企業：

68.1%

●情報セキュリティ関連市場製
品・サービス全体で

約2,000億円（推計）

（３）セキュリティ問題

ネットワークセキュリティ
に対する脅威は

ますます悪質化・巧妙化
（ボットなど）

視点７　新世代ネットワークはいつ実現するのか？

視点６　電脳民主主義は実現するか？

視点５　端末は引き続き端末か？

視点４　利用者利益は確保可能か？

視点１　インターネットはインフラとして耐えうるのか？

視点２　セマンティックウェブは実現可能か？

視点３　ネットワークの選択の自由か確保可能か？


